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Ⅴ．特記事項 

1．学びの継続と新型コロナウイルス感染症対策の両立 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本学では様々な対策を実施しており、令和

4(2022)年 3 月末現在で、構内におけるクラスターの発生は確認されていない。 

学生の学びを継続するため、対面授業を中心にオンライン授業を併用している。オンラ

イン授業では、LMS(Learning Management System)である Moodle や学生生活支援シス

テム「CampusSquare」の活用、同時双方向での授業が可能な Zoom、Teams 等の ICT ツ

ールを用いた授業を行っている。 

また、令和 3(2021)年度にはオンライン授業推進タスクフォースを設置し、一部の授業

でハイフレックス型授業（対面授業とオンライン授業同時受講が可能）も実施している。 

■令和 4(2022)年度の主な感染症対策 

①対面授業における人数制限の設定 

原則 61 人以上が履修する授業はオンライン授業とした。対面授業でも、最低 1m の

間隔を確保しつつ、教室定員の 50％以下で換気を十分に行いながら実施している。 

②検温・消毒・手洗いの徹底 

大学入構時に検温するため、正門とスクールバス降車場所にサーマルカメラを設置。

校舎内にはアルコール消毒液を設置し、手指消毒や手洗いを行うことを徹底している。 

③身だしなみグッズの配布 

 感染症対策の見だしなみとして、学生にマスクケースやハンカチ等のオリジナルグ

ッズを配布。新しい学校様式に合わせて、日々の感染症対策と啓発を行っている。 

 

2．多様な留学制度を通じた国際交流 

新型コロナウイルス感染症の影響により海外留学の道が閉ざされた中、学生の学びを止

めないよう「オンライン留学」をいち早く取り入れ、単位認定制度、奨励金支給制度を整

備した。英語学習のみならず、韓国語、インドネシア語のプログラムも実施しており、イ

ンドネシア語においては、協定校と協議し本学独自のプログラムを作成した。 

令和 2(2020)年度夏期休暇に開始し、同年度春期休暇、令和 3(2021)年度夏期休暇、春期

休暇と継続しており、これまでの参加人数は合計 208 人である。 

令和 3(2021)年度春期休暇のオンライン留学では、学生の参加費用を大学が全て負担し

ており、無料でオンライン留学に参加できる体制とした。これに伴い、過去に自費でオン

ライン留学に参加した学生全員に、全額返金する形で大学が参加費用を負担している。参

加した学生の満足度と成長実感度は非常に高く、語学力、コミュニケーション力の向上、

そしてモティベーションの維持につながった。 

今後も、海外留学の事前準備や事後学習の位置づけとして、また経済的な事情や、心身

面の理由により海外渡航を断念せざるを得ない学生たちのためにも、オンライン留学の提

供を継続する。現在検討している主なプログラムは、キャリア形成支援を意識した

PBL(Problem Based Learning)や COIL 学習（国際協働オンライン学習）、多様性や多文

化理解、アントレプレナーシップ（起業家精神）やインターンシップの要素を含んだ内容

で、学生の実践的な学びの支援を目的としている。また、オンライン留学に加えて、国内

でできる国際交流やバーチャル留学の導入も積極的に検討している。  


